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一
般
会
計
補
正
予
算

条
例

陳
情

スポーツ推進計画に向けて
審議会設置

　平成30年第２回定例会は、６月４日から22日まで開かれました。議案は、平成30年度
補正予算など7件が提案され、すべて原案通り可決・承認されました。

平成30年
第２回
定例会

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
天
空
の
芸
術
祭
の
事
業

補
助
金
1
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答　

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
里
協

議
会
が
行
う
天
空
の
芸
術
祭
に

際
し
て
、招
へ
い
し
た
作
家
の

報
酬
、旅
費
・
交
通
費
、芸
術
祭

の
宣
伝
費
等
を
見
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

問
　
す
で
に
、予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
域
学
連
携
モ
デ
ル
事
業

補
助
金
も
1
0
0
万
円
だ
が
、

そ
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、東
京

藝
術
大
学
と
地
域
住
民
が
一
体

東
御
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審

議
会
条
例

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
。

答　

ま
ず
、す
る
・
見
る
・
支
え

る
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
と
い

う
こ
と
で
、み
ん
な
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
拡
大
を
図
っ
て
、視

野
を
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
委
員
は
15
人
以
内
と
な
っ

て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
方
が

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
の
か
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で

は
、上
田
地
域
広
域
連
合
消
防

本
部
の
中
央
指
令
室
と
総
合

訓
練
場
及
び
祢
津
御
堂
地
区

の
荒
廃
農
用
地
再
開
発
事
業

（
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
団
地
）
の

工
事
進
捗
状
況
を
現
地
調
査

し
ま
し
た
。

　
中
央
指
令
室
で
は
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
よ
り
、救
急
車
等

の
動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

把
握
し
て
、現
場
へ
の
正
確
で

　
社
会
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、北

御
牧
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。2

年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
が
一
堂

に
会
し
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
給
食
を

食
べ
て
い
ま
す
。委
員
も
一
緒
に
給

食
を
食
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、築
3

ス
ポ
ー
ツ
計
画
を
作
っ
て
い
く

に
は
、専
門
の
知
識
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。ま
た
、公
募

も
あ
る
の
か
。

答　

審
議
会
委
員
は
、体
育
協

会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
、

ま
た
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
の
方
な
ど
で
あ
り
、若
干

名
は
公
募
委
員
の
募
集
も
考
え

て
い
る
。

税
条
例
の
改
正

　

６
月
議
会
で
は
、東
御
市
税

条
例
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
改

正
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

①
た
ば
こ
税
に
関
す
る
こ
と

②
法
人
市
民
税
の
電
子
申
告
提

出
の
義
務
付
け

③
個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

④
個
人
住
民
税
の
基
礎
控
除
額

と
調
整
控
除
額
の
適
用
所
得

要
件
の
設
定

⑤
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例

措
置
に
関
す
る
こ
と

　

こ
の
う
ち
、た
ば
こ
税
に
つ

い
て
、税
率
が
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た「
加
熱

式
た
ば
こ
」
の
課
税
区
分
を
明

確
に
し
て
、課
税
標
準
を
５
年

間
か
け
て
段
階
的（
下
図
参
照
）

に
引
き
上
げ
ま
す
。議
会
は
こ

れ
ら
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
『
日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
見
直
し

を
求
め
る
陳
情
書
』に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
議
員
提
出
と
し
て

意
見
書
を
付
け
ま
し
た
。

と
な
っ
て
、天
空
の
芸
術
祭
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
事
業
の

経
費
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
芸
術
作

品
に
協
働
で
取
り
組
む
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

湯
の
丸
高
原
施
設
整
備

問
　
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
移

転
に
伴
う
3
5
0
0
万
円
の
増

額
補
正
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新
設

費
、推
定
再
構
築
費
か
ら
算
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
移
転
場
所
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
4
0
0
㍍
ト
ラ
ッ
ク
北

側
の
森
林
を
伐
採
・
造
成
す
る

計
画
だ
っ
た
が
森
林
管
理
署
の

緑
地
保
全
の
指
導
で
、現
在
の

駐
車
場
に
変
更
し
た
経
緯
が
あ

る
。緑
地
、自
然
環
境
を
重
く
見

て
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

現
在
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、一
般
地
域
と
い
う
こ

と
で
、活
用
を
国
も
望
ん
で
い

る
地
域
で
あ
り
、問
題
な
い
と

考
え
る
。（単位：千円）

天空の芸術祭事業補助金 1,000
湯の丸高原テニスコート移転補償料 35,000
生活保護事務処理システム改修委託料 2,700
スポーツ推進審議会委員報酬 198

一般会計補正予算主な内容

常
任
委
員
会
現
地
調
査
報
告

①通報が入るたび緊張の走る中央指令室
②総合訓練場の訓練塔。様々な訓練が行える
③10ｍの高さを綱１本で渡る「ロープブリッジ渡河」訓練

①北御牧小学校の
ランチルームに
て児童と一緒に
給食を試食

②安心安全な地元
食材を使用した
給食。アレルギー
対応もしている

総務
産業

　

5
月
7
日
、平
成
30
年
第
1

回
臨
時
会
が
開
か
れ
、全
て
の

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
議
案
は
、①
国
や
県
の

補
助
・
交
付
額
の
確
定
に
伴
う

必
要
な
平
成
29
年
度
予
算
の

補
正
と
、30
年
度
に
繰
り
越
し

た
事
業
の
報
告
②
新
教
育
長

の
任
命
、③
平
成
30
年
度
一

般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
に

1
8
8
1
万
9
千
円
を
追
加
す

る
補
正
予
算
で
す
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、高
性
能
農
業
機
械
の

購
入
を
補
助
す
る
県
補
助
の
適

用
が
そ
の
内
容
で
す
。

新
教
育
長
の
任
命

　

　

新
た
に
小
山
隆
文
さ
ん
を
教

育
長
と
し
て
任
命
す
る
提
案
が

さ
れ
ま
し
た
。議
会
は
こ
の
提

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

平成30年
第１回
臨時会

平
成
30
年

5
月
7
日小

こ
山
やま

 隆
たか

文
ふみ

さん

第２回 定例会

迅
速
な
到
着
を
実
現
し
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。ま
た
総
合

訓
練
場（
上
田
市
豊
殿
）で
は
、

東
御
・
真
田
・
丸
子
消
防
署
隊

員
に
よ
る
実
践
さ
な
が
ら
の

訓
練
を
視
察
。高
所
に
張
ら
れ

た
ロ
ー
プ
を
渡
河
す
る
等
の

命
が
け
の
訓
練
に
地
域
防
災

の
要
を
担
う
誇
り
が
伝
わ
っ

て
来
ま
し
た
。

　
技
術
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
残
さ
れ
た
隊
員
も
お
り
、そ

の
技
術
の
高
さ
に
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

年
の
北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
さ
れ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
食

調
理
室
、オ
ー
ル
電
化
の
厨
房
も
視

察
し
ま
し
た
。

　
食
材
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
産
で
、

安
心
安
全
な
食
育
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、田
中
小
学
校
で
は
東
側
に

設
置
の
中
間
教
室
を
訪
問
し
、不
登

校
児
童
生
徒
の
状
況
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聴
き
し
て
き
ま
し
た
。

総
務
産
業
、社
会
文
教
の
両
常
任

委
員
会
で
は
、６
月
19
日
に
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

社会
文教

１

２ ３

１

２
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常 任 委 員 会

視察報告会 第２回定例会最終日に各常任委員会より
視察研修の報告会を行いました。
研修をこれからの市政に活かせるようにしていきます。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は
、５
月
８
日
～
10
日
の
３
日
間
、滋
賀
県・東
近
江
市
、

愛
知
県・東
浦
町
、み
よ
し
市
に
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
、５
月
15
日
～
17
日
の
３
日
間
、富
山
県・富
山
市
、

福
井
県・鯖
江
市
、小
浜
市
に
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

社会文教
常任委員会

総務産業
常任委員会

社会文教常任委員（滋賀県・東近江市にて） 総務産業常任委員（福井県・小浜市にて）

▲富山市の空き家の管理・利活用を促すパンフレット
▲東近江市では市内の公立３病院の

再生計画が完了した

能登川病院

東近江総合医療センター

浦
がも

生
う

医療センター

▲鯖江市では「市民主役のまちづくり」「移住・定住」について研修▲東浦町の様々な機関の連携による「安心見守りネットワーク」

▲小浜市のＤＭＯ「（株）まちづくり小浜」が運営する道の駅▲みよし市は右肩上がりの
15才以下の人口増加に対応

空き家対策の取り組み

指定管理となった
能登川病院

観光地域づくりの
取り組み

放課後児童
対策

移住・定住の取り組み地域包括
ケアシステム

5月15日
富山県・富山市

５月８日
滋賀県・東近江市

5月17日
福井県・小浜市

５月10日
愛知県・みよし市

　富山市は空き家対策として、平成29年
「空き家等の適切な管理及び活用に関する
条例」を定め、専用パンフレット等による
啓蒙、空き家バンクの利用促進、地域特性

（観光資源）を生かした利活用の推進、空
き家情報の常時公開を進めている。また空
き家にしない対策（補助事業等）も推進し
ている。

　能登川病院は、Ｈ18年の合併当時120床の公立病院だった
が、慢性的な医師の不足、救急医療からの撤退、経営状況の悪
化等で患者数が落ち込む中で、赤字幅が膨らんでしまった。そ
こで、Ｈ26年８月に市長が指定管理にすることを表明。同12
月に医療法人 昴

すばる
会
かい

と指定管理契約を締結。102床の病院とし
て新たにスタートし、経営が健全となり、現在に至っている。

　小浜市では日本版ＤＭＯ登録法人であ
る「株式会社まちづくり小浜」を視察。自
主事業の「道の駅」を主力に、７年連続黒
字化の第３セクターの株式会社で、小浜市
の観光事業をトータルにプロデュースし
ている。観光地域づくりの考え方や取り組
みに参考となる視察であった。

　みよし市の人口は右肩上がりです。とりわけ15才以下の
人口は、20年間で1.9倍と伸びている。放課後児童対策も
手厚く、場所は児童館（13ヶ所）だけでなく、児童館のない
ところでは各地区の集会所（12ヶ所）を活用している。放
課後児童クラブは、小学校の空き教室（８ヶ所）と私立保育
園（３ヶ所）で行っている。うち４小学校は経費削減のため、
民間会社へ委託（３年間）を始めており、今後は全クラブを
民営化する方向でいる。

　メガネフレームの国内製造シェア94%
を誇る鯖江市では、「市民が主役のまちづ
くり」「大学は無いが学生との連携強化」
などの施策により人口増加が続いている。
移住定住策は、とりあえず住んでもらう

「ゆるい移住プロジェクト」を実施し、7
名の男女が移住を決めた。

　愛知県東浦町が取り組んでいる、地域包
括ケアシステムは、福祉課が主導する包括
ケアと、社会福祉協議会が中心的にかかわ
る地域包括の連携が、役割分担の上で同じ
方向に向かって有効に機能している。特に
地域包括は、地域特性を活かした、地域住
民による協力体制づくりや、子どもたちを
はじめとする人材育成などに、重点をおい
ている。

5月16日
福井県・鯖江市

５月９日
愛知県・東浦町

　DMO＝地域観光資源を活用し、多様な関係者と
　　　　　協同して観光地域づくりを行う法人
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一 般 質 問一 般 質 問

市政を問う A
議
員
の

市
か
ら
の
答えQ問い

議員
12人

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。 東御市議会 検索

一 般 質 問 項 目

で
改
善
を
図
る
と
い
う
の
が
原

則
で
あ
る
。

市
役
所
駐
車
場
に
ト
イ
レ
を

問
　
階
段
を
上
っ
て
ト
イ
レ

に
行
く
の
は
高
齢
者
に
厳
し
い
。

駐
車
場
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

手
す
り
は
、左
右

に
設
け
る
な
ど
整
備
を
し
た
。

問
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
え

る
道
路
の
穴
あ
き
、道
路
の
埋

設
物
の
ふ
た
の
周
り
の
へ
こ
み

の
修
理
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長　

点
検
と
安
全

対
策
の
検
討
・
実
施
等
を
繰
り

返
し
、2
年
に
一
回
の
合
同
点

検
を
し
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。ま
た
、道
路
管
理
者
の
責
任

問
　
市
民
病
院
と
鹿
教
湯
三

才
山
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
と
の

間
の
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
協
議
は
ど
の
よ
う
な
方
向
か
。

病
院
事
務
長　

鹿
教
湯
三
才
山

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
享
受
す
る
形
で

が
。

市
長　

各
学
校
に
お
い
て
教
室

内
の
室
温
調
査
に
入
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
国
へ
の
補
助
要
望
、

設
置
費
用
、運
用
費
用
の
積
算

な
ど
、順
次
行
っ
て
い
く
予
定
。

　

財
源
の
確
保

を
含
め
早
期
設

置
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

放
課
後
子
ど

も
教
室

問
　
日
常
的

に
、す
べ
て
の

児
童
が
平
等
に

遊
び
や
体
験
を

経
験
し
て
ほ
し

い
。学
校
の
放

課
後
、ど
こ
に

も
移
動
せ
ず
校

庭
や
体
育
館
な

回
復
期
・
慢
性
期
の
充
実
を
は

か
る
新
た
な
取
り
組
み
を
提
案

し
て
い
る
。

問
　「
ノ
ウ
ハ
ウ
を
享
受
す

る
」と
は
な
に
か
。

病
院
事
務
長　

鹿
教
湯
三
才
山

は
質
の
高
い
リ

ハ
ビ
リ
を
提
供

し
て
お
り
、東

御
の
地
域
で
鹿

教
湯
ブ
ラ
ン
ド

の
リ
ハ
ビ
リ
機

能
を
展
開
で
き

な
い
か
考
え
て

い
る
。そ
の
た

め
に
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
た
人
的

資
源
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
検
討

に
入
っ
て
い
る
。

温
か
く
優
し
い

医
療
を
提
供

ど
を
活
用
し
、す
ぐ
に
群
れ
て

遊
べ
る
こ
と
が
で
き
る「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」の
実
践
は
、遊

び
た
い
児
童
に
は
格
好
の
場
所

だ
。実
施
は
ど
う
か
。

教
育
長　

放
課
後
子
ど
も
教
室

は
、文
部
科
学
省
の
補
助
事
業

で
、利
用
で
き
る
児
童
は
児
童

ク
ラ
ブ
と
は
違
い
、登
録
す
る

す
べ
て
の
児
童
。そ
の
実
施
は

運
営
委
員
会
を
設
置
し
、事
業

計
画
の
策
定
、安
全
管
理
方
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域
の
協

力
者
の
人
材
確
保
対
策
、活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
、事
業
実

施
後
の
検
証
及
び
評
価
等
を
行

う
な
ど
、お
お
く
の
課
題
が
あ

り
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
子
ど
も
教
室
は
日
本
中

で
行
っ
て
い
る
。課
題
を
た
く

さ
ん
あ
げ
る
が
、教
育
委
員
会

の
考
え
方
と
感
じ
る
。

問
　
市
民
病
院
は
こ
の
4
月

に
病
院
の
基
本
理
念
を「
地
域

に
密
着
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
・
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
」

と
改
定
し
た
。今
回
の
協
議
に

よ
る
新
た
な
進
展
で
ど
の
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
民
病
院
を

め
ざ
す
の
か
。

病
院
事
務
長　

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
」だ
。地
域
に
密
着
し
た
多

機
能
型
病
院
と
し
て
、市
民
の

い
の
ち
を
守
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、暮
ら
し
を
支
え
、全
人
的
な

視
点
で
温
か
く
優
し
い
医
療
を

提
供
す
る
市
民
病
院
を
目
差
し

た
い
。

※
こ
の
ほ
か
、市
内
温
泉
施
設

半
年
券
の
値
上
げ
・
ゆ
ぅ
ふ
る

t
a
n
a
k
a
プ
ー
ル
廃
止
問

題
を
取
り
上
げ
、再
検
討
を
求

め
た
。

阿部　貴代枝議員

問答

学
校
の
教
室
へ
冷
房
設
備
の
設
置
を

早
急
に
進
め
て
ほ
し
い

財
源
の
確
保
を
含
め
早
期
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
た
い

髙森　公武議員

問答

通
学
道
路
の
点
検
は
、ど
う
か

道
路
管
理
者
の
責
任
で
改
善
を
図
る

平林　千秋議員

問答

市
民
病
院
は
再
編
・
ネ
ッ
ト
化
で

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

回
復
期
・
慢
性
期
の

入
院
機
能
充
実
を
は
か
り
た
い

髙森　公武…………………………………………………
●区内道路点検について
●人口減少について
●市の施設について
●子どもの議場見学と子ども議会開催について
平林　千秋…………………………………………………
●ゆぅふるtanakaの3階プールについて
●市民病院について
阿部　貴代枝………………………………………………
●市民主体のまちづくりを
●子どもたちの生活環境等について
●空き家対策について
佐藤　千枝…………………………………………………
●介護予防と健康増進について
●市職員が生き生きと働ける職場作りについて
●小中学校の水泳学習について
山浦　利通…………………………………………………
●安全安心な東御市の実現に向けてデマンド交通について
●空き家対策について
●道の駅のさらなる集客にむけて
田中　信寿…………………………………………………
●里山・森林及び林道の整備の取り組みについて
●土砂災害対策への取り組みについて

若林　幹雄
●小中学校における平和教育について
●市民病院の経営刷新と長野厚生連鹿教湯・三才山リハ

ビリテーションセンターとの連携について
●温泉施設の料金改定と経営刷新への取り組みについて
山崎　康一…………………………………………………
●人口増施策・人口減少対策について
●いじめ・不登校対策について
横山　好範…………………………………………………
●市温泉施設の管理運営について
髙木　真由美………………………………………………
●認知症対策について
●東御市における防災・減災対策について
●ヘルプマークの普及推進について
窪田　俊介…………………………………………………
●文化・スポーツ振興について
●「 民泊新法」施行にあたって
依田　政雄…………………………………………………
●中小企業の設備投資を促す制度（ 生産性向上特別措置

法）の取り組みについて
●市営住宅入居に際しての連帯保証人等の取り扱いにつ

いて

ト
イ
レ
整
備
は
、工
事
費
、維
持

管
理
費
な
ど
費
用
が
か
か
る
。

必
要
性
は
低
い
。現
段
階
で
、市

役
所
駐
車
場
に
ト
イ
レ
を
つ
く

る
こ
と
は
、考
え
て
い
な
い
。

子
供
達
の
議
場
見
学
に
つ

い
て

問
　
子
供
達
が
議
場
を
見
学

し
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
発
表
す

る
特
別
な
体
験
が
、こ
の
先
市

政
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
り
主
権
者
教
育
や
議
員
不
足

に
役
立
つ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
次
長　

市
庁
舎
見
学
と
市

議
会
の
議
場
見
学
、県
庁
訪
問

と
県
議
会
の
見
学
、国
会
議
事

堂
の
見
学
な
ど
、発
達
段
階
に

考
慮
し
、視
野
を
広
げ
て
い
る
。

均
等
な
学
習
機
会
を
与
え
る
べ

き
と
の
観
点
か
ら
議
会
の
開
催

は
見
送
る
と
い
う
結
論
に
至
っ

て
い
る
。

問
　
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
の

設
置
は
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
り
、近
ご
ろ
の
暑
さ
は
た
ま

ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
早
急
に
冷
房
設
備
の
設
置
計

画
を
具
体
的
に
始
め
て
ほ
し
い

子どもどうしで多くの体験を（ 通学合宿）

鹿教湯・三才山リハビリテーションセンター（左）と東御市民病院（右）

他自治体の駐車場にあるトイレ

一般質問QR



2018年８月１日　東御市議会だより58号 平成30年８月１日　東御市議会だより58号   89

一 般 質 問一 般 質 問

問
　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て

18
年
に
な
る
が
、介
護
認
定
者

の
重
度
化
率
の
推
移
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

重
度
化
率
は

現
在
、把
握
し
て
い
な
い
が
介

護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

自
立
支
援
、重

度
化
防
止
に
向

け
た
保
険
者
機

能
強
化
の
取
り

組
み
の
推
進
が

挙
げ
ら
れ
て
お

り
、デ
ー
タ
の

収
集
に
協
力
し

な
が
ら
積
極
的

に
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
行

う
。

問
　
国
や
県

で
は
、新
た
な

計
画
に
、高
齢

者
の
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
予
防

産
業
経
済
部
長　

こ
の
交
通
シ

ス
テ
ム
は
地
域
公
共
交
通
と
し

て
の
面
も
あ
り
、利
用
者
も
20

代
か
ら
90
代
と
幅
広
い
こ
と
か

ら
、福
祉
に
特
化
す
る
こ
と
で

若
者
層
の
一
部
の
皆
さ
ん
が
利

用
で
き
な
く
な

る
可
能
性
も
あ

り
難
し
い
。た

だ
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
要
望
が
高

ま
っ
て
い
る
こ

と
は
把
握
し
て

お
り
、60
代
以

上
の
利
用
率
が

90
％
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、

検
討
、研
究
を

し
て
い
く
。

固
定
資
産
税
軽

減
に
つ
い
て

問
　
空
き
家

問
　
介
護
予
防
と
健
康
増
進

の
取
り
組
み
内
容
の
詳
細
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
特
定
健
診
結
果
と

医
療
費
デ
ー
タ
分
析
結
果
を
基

に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
公
共
交
通
は
年
間
経

費
8
1
0
0
万
円（
市
補
助

6
5
5
0
万
円
）
に
対
し
、収
入

額
6
9
5
万
円
。利
用
者
も
減
少

し
て
い
る
現
状
か
ら
、そ
の
目
的

を
福
祉
に
特
化
し
て
は
ど
う
か
。

問
　
市
の
土
砂
災
害
防
止
へ

の
取
り
組
み
と
雨
水
排
水
対
策

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。避
難

指
示
、誘
導
、避
難
所
の
確
保
の

体
制
は
適
正
か
。

総
務
部
長　

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

問
　
市
内
の
温
泉
施
設
の
赤

字
は
す
べ
て
税
金
で
補
填
さ
れ
、

そ
の
一
方
飲
食
代
な
ど
は
振
興

公
社
の
収
入
だ
。こ
れ
で
は
頑

張
っ
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
そ
う

と
い
う
意
識
は
生
ま
れ
な
い
。

市
長　

指
定
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

問
　
来
年
は
指
定
管
理
者
の

更
新
時
期
だ
。公
募
す
べ
き
で

に
避
難
所
、土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
添
付
し
意
識
付
け

を
し
て
い
る
。常
田
排
水
区
幹

線
排
水
路
整
備
の
進
捗
状
況
は

52
％
で
H 

31
年
度
完
成
予
定
。避

難
指
示
、誘
導
は「
避
難
勧
告
の

判
断
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
沿
い
対

応
。避
難
所
の

開
設
は
地
域
防

災
計
画
に
沿
い

対
応
す
る
。

問
　
関
連
法

の
改
正
に
伴
い

警
戒
区
域
内
の

高
齢
者
、障
が

い
者
施
設
等
に

避
難
計
画
の
策

定
が
義
務
付
け

ら
れ
た
が
対
応

は
。

総
務
部
長　

市

内
に
は
対
象

は
。

市
長　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
　
昨
年
東
御
市
は
平
和
と
人

権
を
守
る
都
市
宣
言
を
行
っ
た
。

平
和
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

3
・
4
年
生
は
国
語

で
、5
年
生
は
道
徳
で
、6
年
生

は
社
会
科
で
世
界
平
和
の
大
切

さ
を
学
習
し
て
い
る
。

問
　
身
近
な
戦
争
を
発
掘
す
る

の
施
設
が
52
カ
所
あ
る
。施
設

管
理
者
に
計
画
策
定
と
提
出
を

依
頼
し
順
次
提
出
さ
れ
て
い
る
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
電
話
、

来
訪
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問
　
早
期
の
災
害
予
兆
把
握

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

国
開
発
の
簡
易
型

水
位
計
が
、市
内
河
川
へ
県
に

て
設
置
予
定
で
あ
る
。

問
　
地
域
防
災
力
の
ア
ッ
プ

の
た
め
実
践
的
訓
練
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

本
年
度
の
防
災
訓

練
に
て
モ
デ
ル
区
に
よ
る
避
難

所
開
設
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ（
F
M
と
う

み
）の
難
聴
対
策
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

相
談
を
受
け
、

野
外
ア
ン
テ
ナ
、伝
送
ケ
ー
ブ

ル
の
設
置
で
対
応
す
る
。

※
そ
の
他
、里
山
及
び
森
林
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
。

取
組
み
を
行
な
っ
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長　

平
和
教
育
と
結
び
つ

け
学
習
を
深
め
た
い
。

市
民
病
院
の
経
営
改
革

問
　
現
在
市
民
病
院
は
長
野
厚

生
連
鹿
教
湯
・
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
進
め
て
い
る
が
ど
う
か
。

病
院
事
務
長　

現
在
一
般
会
計

か
ら
市
民
病
院
に
毎
年
5
億
円

繰
り
入
れ
て
お
り
、こ
の
縮
減

が
喫
緊
の
課
題
だ
。昨
年
8
月

か
ら
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
目

指
し
協
議
会
で
交
渉
し
て
い
る
。

問
　
市
民
病
院
の
経
営
課
題

に
対
す
る
認
識
は
ど
う
か
。

病
院
事
務
長　

外
来
の
収
入

は
一
人
当
り
7
千
円
、入
院
は

3
万
2
〜
3
千
円
だ
。入
院
機

能
を
拡
充
し
な
い
と
収
支
が
合

わ
な
い
。連
携
の
中
で
リ
ハ
ビ

リ
と
療
養
機
能
を
拡
充
し
た
い
。

佐藤　千枝議員

問答

５
地
区
別
の
健
康
状
況
を

市
民
に
ど
う
周
知
し
て
い
る
か

保
健
補
導
委
員
会
や
地
域
づ
く
り

協
議
会
な
ど
と
共
催
で
実
施

田中　信寿議員

問答

土
砂
災
害
対
策
へ
の取り

組
み
は
ど
う
か

必
要
な
対
策
を
講
じ
、

防
災
意
識
の
向
上
に
も
努
め
る

若林　幹雄議員

問答

来
年
は
温
泉
施
設
の
契
約
更
新
で
あ
る

公
募
す
べ
き
で
は
な
い
か

前
向
き
に
検
討
し
た
い

山浦　利通議員

問答

レ
ッ
ツ
号
の
運
行
体
系
を

福
祉
目
的
に
特
化
す
べ
き
で
は

要
望
は
把
握
し
て
い
る

引
き
続
き
研
究
を
重
ね
て
い
く

対
策
が
介
護
予
防
と
位
置
付
け

て
い
る
。市
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

フ
レ
イ
ル
の
状
態
が
判
断
で
き
、

予
防
に
取
り
組
め
る
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
水
泳
学
習

問
　
小
学
校
が
1
学
期
で
水

泳
授
業
を
終
了
す
る
理
由
は
何

か
。

教
育
次
長　

6
月
か
ら
7
月
の

期
間
で
十
分
な
必
要
授
業
数
を

確
保
で
き
る
こ
と
、英
語
な
ど

の
必
修
化
に
よ
り
他
の
授
業
数

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、学
校

職
員
の
労
力
の
課
題
等
総
合
的

に
判
断
し
、本
年
度
よ
り
全
小

学
校
で
1
学
期
中
に
水
泳
授
業

を
終
了
す
る
。

※
そ
の
他
、市
職
員
の
職
場
環

境
の
充
実
に
つ
い
て
質
問
。

の
解
体
を
進
め
る
た
め
に
、固

定
資
産
税
を
据
え
置
く
市
条
例

は
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

地
方
税
法
上

条
例
の
制
定
は
可
能
と
考
え
ら

れ
る
が
、公
費
の
負
担
を
伴
う

こ
と
で
あ
り
空
き
家
は
所
有
者

み
ず
か
ら
の
責
任
で
管
理
す
る

と
い
う
本
旨
に
反
し
、税
の
公

平
性
と
い
う
こ
と
か
ら
も
問
題

で
あ
る
。空
き
家
除
去
後
更
地

に
な
っ
た
場
合
、地
目
も
変
わ

り
、軽
減
処
置
の
制
度
も
あ
る

こ
と
か
ら
市
民
に
よ
り
一
層
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
雷
電
く
る
み
の
里
の
更

な
る
集
客
へ
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

都
市
整
備
部
長　

新
鮮
野
菜
や

果
物
、季
節
の
花
、土
産
特
産
品
、

加
工
品
等
地
元
生
産
品
に
こ
だ

わ
り
、地
の
利
を
活
か
し
戦
略

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

昨年10月の台風で土砂災害が発生した（ 写真は郷仕川原） 厚労省：中長期的視点に立った社会保障政策の展開（ 参考資料）

来場者数　600万人達成!!（ 道の駅 雷電くるみの里）

東御市振興公社自主事業実績（ 平成26年〜29年度）
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一 般 質 問

増
進
と
交
流
促
進
施
設
」、御
牧

乃
湯
は「
周
辺
施
設
と
の
連
携

に
よ
る
福
利
厚
生
施
設
」、明
神

館
は「
滞
在
・
交
流
可
能
な
宿

泊
施
設
」で
あ
る
。

問
　

4
温
泉
施
設
の
入
館
者

数
及
び
収
支
状

況
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

　

昨
年
度
の

入
館
者
数
は

69
万
4
千
人
で
、

入
館
料
収
入

は
2
億
6
6
9

5
万
円
、
支
出

は
3
億
5
3
4

1
万
円
で
あ
る
。

問
　
指
定
管

理
者
を
公
募
に

よ
り
決
定
し
た

ら
ど
う
か
。

市
長　

公
募
の

条
件
が
整
っ
て

問
　
市
内
4
温
泉
施
設
そ
れ

ぞ
れ
の
設
置
目
的
は
何
か
。

産
業
経
済
部
長　

湯
楽
里
館
は

「
農
村
資
源
の
活
用
に
よ
り
交

流
を
深
め
る
中
核
施
設
」、ゆ
ぅ

ふ
る
t
a
n
a
k
a
は「
健
康 横山　好範議員

問答

市
内
温
泉
施
設
の
利
用
者
の

推
移
は
ど
う
か

昨
年
度
は
ピ
ー
ク
時
の

平
成
18
年
度
対
比
13
・
8
％
減
少
し
た

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ゆ
ぅ
ふ
る
の
プ
ー
ル
廃
止

問
　
プ
ー
ル
利
用
者
は
健
康
維

持
の
た
め
必
要
と
し
て
い
る
が
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
も
同

様
な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

規
模
的
に
も

運
動
メ
ニ
ュ
ー
も
ゆ
ぅ
ふ
る

t
a
n
a
k
a
を
上
回
っ
て
お

り
、同
等
以
上
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。

半
年
利
用
券
の
料
金
改
定

問
　
大
幅
な
値
上
げ
は
利
用

者
の
激
減
か
ら
経
営
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
。会
員
券
価
格
は

現
在
よ
り
下
げ
、利
用
時
に
一

回
1
0
0
円
程
度
の
負
担
を
頂

く
方
式
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

激
変
緩
和
措

置
も
必
要
で
あ
り
、パ
ブ
コ
メ

の
意
見
と
併
せ
て
検
討
す
る
。

産
業
経
済
部
長　

現
時
点
で
は

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
計
画

は
考
え
て
い
な
い
。

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

問
　
東
御
市
に
移
住
希
望
の

あ
る
人
に
移
住

相
談
を
す
る
だ

け
で
な
く
、市

の
空
き
施
設
を

活
用
し
、一
定

期
間
お
試
し
移

住
を
低
価
格
で

実
現
し
て
は
ど

う
か
。

企
画
振
興
部
長

　

移
住
希
望

者
に
現
地
を
訪

れ
て
い
た
だ
く
、

滞
在
し
て
い
た

だ
く
、決
断
し

て
い
た
だ
く
た

め
に
は
有
効
な

問
　
人
口
増
を
目
指
す
に
は

雇
用
の
安
定
が
一
番
で
、若
者

が
働
き
た
い
と
思
え
る
企
業
の

誘
致
が
必
要
。今
後
新
た
な
工

業
団
地
の
造
成
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

山崎　康一議員

問答

市
内
工
業
団
地
の
状
況
は

２
区
画
に
つ
い
て
は
、

早
期
の
売
却
を
期
待
し
て
い
る

事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。市
内

の
空
き
施
設
、ま
た
地
域
の
空

き
家
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、お
試
し
移
住
事
業
を
検

討
す
る
。

い
じ
め
に
つ
い
て

問
　
今
の
教
育
は
褒
め
る
教

育
で
、何
事
に
対
し
て
も
と
に

か
く
褒
め
る
。子
ど
も
に
し
て

み
れ
ば
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
事

は
気
持
も
上
が
り
、や
る
気
も

出
る
。し
か
し
そ
の
反
面
耐
え

る
力
が
失
わ
れ
て
い
る
。耐
え

る
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
、い
じ

め
は
減
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　

褒
め
る
と
い
う
事
に

は
教
育
的
な
意
義
が
あ
り
、褒

め
る
事
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た

ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を

時
に
応
じ
て
駆
使
し
て
い
く
事

で
、克
己
心
や
忍
耐
力
を
育
て

て
い
く
事
が
出
来
る
。

問
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
及
び
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
の
認
知
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
「
広
報
お
知

ら
せ
版
」
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、エ
フ
エ
ム
と
う
み
な

問
　

6
月
15
日
か
ら
住
宅
宿

泊
事
業
法（
民
泊
新
法
）
が
施

行
さ
れ
る
。東
御
市
の
民
泊
届

出
等
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

市
内
で
の
住

宅
宿
泊
事
業
の
希
望
者
は
個
人

ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
と
活
躍
の
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

　

現
在
ま
で
に
、

延
べ
1
6
4
5

名
の
方
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を

受
講
し
て
お
り
、

認
知
症
の
方
や

家
族
に
対
す
る

見
守
り
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
認
知
症

の
方
や
家
族
に

対
し
て
の
支
援

の
状
況
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長

2
件
、法
人
1
件
の
計
3
件
で

あ
り
、既
に
市
へ
ご
相
談
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

問
　
県
条
例
の
内
容
は
ど
う

か
。

産
業
経
済
部
長　

県
条
例
は
、

一
律
に
制
限
さ

れ
る
区
域
と
期

間
が
設
け
ら
れ
、

学
校
等
の
敷
地

か
ら
お
お
む
ね

1
0
0
㍍
の
区

域
で
は
児
童
等

の
登
校
日
、住

居
専
用
地
域
に

お
い
て
は
祝
日

を
除
く
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
を

制
限
の
対
象
と

し
て
い
る
。実

質
1
0
0
日
程

度
の
営
業
日
数

と
思
わ
れ
る
。

　
「
脳
い
き
い
き
相
談
」
や
日

常
の
窓
口
相
談
・
訪
問
を
通
じ

て
、認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

に
よ
る
実
態
把
握
を
し
、症
状

を
遅
ら
せ
る
た
め
の
運
動
や
社

会
参
加
を
促
す
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
、ま
た
、医
療
・
介
護
へ
結

び
つ
け
る
支
援
を
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
避
難
所
に
お
け
る
受
け

入
れ
態
勢
づ
く
り
や
安
全
対
策

は
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

小
・
中
学
校
や
公

民
館
等
の
広
域
避
難
所
は
、市

で
開
設
す
る
が
、地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
は
、市
の
担
当
部

署
を
定
め
て
い
る
。

問
　
学
校
現
場
に
お
け
る
防

災
教
育
は
。

教
育
長　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
て
、年
に
数
回
の

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
市
独
自
の
対
応
は
ど
う

か
。

産
業
経
済
部
長　

市
独
自
に
制

限
区
域
、期
間
を
設
け
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
事
業
者
の
周
知
義
務
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

事
業
開
始
前

に
は
事
業
を
営
む
旨
を
周
辺
住

民
、地
元
自
治
会
等
へ
の
説
明

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。宿
泊
者

本
人
の
確
認
や
安
全
確
保
、ご

み
処
理
な
ど
の
方
法
を
示
す
こ

と
、ま
た
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

の
対
応
の
体
制
に
つ
い
て
も
事

前
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
市
と
し
て
住
民
の
不
安

解
消
の
体
制
を
確
保
し
て
ほ
し

い
。

産
業
経
済
部
長　

民
泊
事
業
の

相
談
窓
口
の
機
能
充
実
を
図
り
、

十
分
な
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、

民
泊
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

髙木　真由美議員

問答

市
に
お
け
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

普
及
推
進
の
見
通
し
は
ど
う
か

こ
の
７
月
か
ら
配
布
を
行
う予定

で
あ
る

窪田　俊介議員

問答

住
民
の
不
安
解
消
の
体
制
確
保
を求め

る

十
分
な
情
報
提
供
を
し
て

民
泊
の
対
応
を
し
た
い

災害時、エフエムとうみから情報が発信される

民泊事業の関係図

東部中学校

プール廃止が検討されるゆぅふるtanaka
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第
1
回
臨
時
会
で
可
決
・
承
認
・
同
意

し
た
補
正
予
算
、条
例
等

第
２
回
定
例
会
で
可
決
・
承
認
し
た

補
正
予
算
、条
例
等

平成30年平成30年

採決結果：◎は全会一致、○は賛成多数で可決、同意、承認　×は否決

採決結果：◎は全会一致、○は賛成多数で可決、同意、承認　×は否決

臨時会の提出案件の審議結果

定例会の提出案件の審議結果

第１回

第２回

常任委員会審査結果の「―」印は、常任委員会に付託されなかった案件です。

常任委員会審査結果の「―」印は、常任委員会に付託されなかった案件です。

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第46号 平成29年度東御市一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 
議案第47号 東御市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 
議案第48号 東御市都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 
議案第49号 東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 

議案第50号 東御市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求める
ことについて ◎ ― ― 

議案第51号 平成30年度東御市一般会計補正予算（第１号） ◎ ― ― 
議案第52号 教育長の任命について ◎ ― ― 

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第53号 平成30年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）の
専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 

議案第54号 平成30年度東御市一般会計補正予算（第2号） ◎ ― ― 
議案第55号 東御市スポーツ推進審議会条例 ◎ ◎

議案第56号 東御市税条例及び東御市税条例及び東御市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第57号 東御市都市計画税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第58号 東御市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第59号 東御市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例 ◎ ◎

陳情第14号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める陳情書 採択 ◎
議員提出
議案第3号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書の提出について ◎

◆
専
決
処
分
さ
れ
た
議
案
５
件

　
　

補
正
予
算
１
件
、条
例
の

一
部
改
正
４
件
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計

（
第
１
号
）

◆
専
決
処
分
さ
れ
た
議
案
1
件

　
　

補
正
予
算
1
件
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計

（
第
２
号
）

　
　

４
０
３
０
万
５
千
円
を
追

加
し
、総
額
は
１
４
９
億
１

６
１
２
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
東
御
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
条
例

　
　

組
織
、審
議
及
び
そ
の
他

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

補
正
予
算
　
１
件

補
正
予
算
　
１
件

　
　

１
８
８
１
万
９
千
円
を
追

加
し
、総
額
は
１
４
８
億
７

５
８
１
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

島
川
原
の
小
山
隆
文
さ
ん
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　
　

法
改
正
等
に
伴
う
条
文
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
　
４
件

訂正とお詫び
議会だより第57号（5月１日発行）に
掲載した内容に誤りがありました。
次のように訂正してお詫び申し上げま
す。
●９頁　常任委員会レポート上段写真
　（誤）和小学校（正）北御牧小学校
●21頁　定例会の議決結果議案番号
　（誤）陳情第5号（正）陳情第13号

条
例
の
新
設
　
１
件

一 般 質 問

都
市
整
備
部
長　

法
律
に
よ
る

恩
恵
を
市
内
の
企
業
が
享
受
で

き
る
よ
う
、東
御
市
版
導
入
促

進
基
本
計
画
を
策
定
し
、現
在
、

国
と
協
議
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、企
業
の
設
備
投
資
を

促
進
す
る
先
端

設
備
等
に
か
か

る
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
を

盛
り
込
ん
だ
東

御
市
税
条
例
の

一
部
改
正
条
例

案
を
今
議
会
に

上
程
し
た
。

市
営
住
宅
入

居
に
際
し
て

の
連
帯
保
証

人
の
取
扱
い

に
つ
い
て

問
　
民
法
改

正
に
よ
り
、個

問
　「
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
」
は
中
小
企
業
が
新
た
に
導

入
す
る
設
備
に
か
か
る
固
定
資

産
税
を
自
治
体
の
判
断
で
3
年

間
最
大
で
ゼ
ロ
に
出
来
る
法
律

だ
。取
り
組
み
概
要
は
。

依田　政雄議員

問答

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

取
扱
い
に
つ
い
て

市
内
の
企
業
が
享
受
で
き
る
よ
う

国
と
協
議
し
て
い
る

人
根
保
証
契
約
に
限
度
額
の
設

定
が
必
要
と
さ
れ
、連
帯
保
証

人
の
確
保
が
難
し
く
な
り
公
営

住
宅
に
入
る
生
活
困
窮
者
が
入

れ
な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

本
市
の
連
帯
保
証
人
等
入
居
条

件
の
取
り
扱
い
は
。

産
業
経
済
部
長　

条
例
に
基
づ

き
連
帯
人
の
保
証
も
必
要
。た

だ
し
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、

連
帯
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
も

定
め
て
あ
る
。住
宅
に
困
窮
す

る
低
額
所
得
者
で
連
帯
保
証
人

確
保
が
で
き
な
い
方
に
対
し
て

は
、個
別
に
事
情
を
確
認
の
上

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

設備投資を後押し生産性の飛躍的な向上を進める

東御市議会では、開かれた議会を目指しています
が、議会傍聴がしやすいように、本年

６月から議会傍聴規則を改正しました。
　これまで、議会を傍聴するときには、氏名、住所の記入をお願いして
いました。今回これを廃止し、無記名で自由に傍聴できます。どうぞお
気軽に、傍聴にお出かけください。

お気軽に傍聴にお出かけください
記名なしで傍聴できます追って

話題を

傍
聴
の
手
続
き

　　傍聴者は傍聴席入口に設置の受付簿に記入する。改正前

傍聴者は傍聴席入口で傍聴券の交付を受ける。改正後

　詳しくはＨＰまたは議会事務局にお問い合わせ下さい。

教
育
長
の
任
命
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活動費は
どうなって
いるのカナ？

ホームページで
公開されて
いるんだネ

平成30年度議会報告会
お知らせ

　
５
月
24
日
、議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー（
公
募
に
よ
る
８
名
）の
委
嘱

式
と
、第
一
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
年
４
回
発
行
さ
れ
る
議
会
広
報
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
、

編
集
委
員
の
議
員
と
の
意
見
交
換
に
協
力
し
て
頂
き
ま
す
。

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経
費の一部として交付されます。東御市議会では、ひ
とり当たり年間12万円（月１万円）が会派に支給
されます。
　この政務活動費は条例や規則に基づいて交付さ
れていますが適正に使われているかは、常に関心
の高いところです。
　各年度の収支は会派の会計担当者等がチェック
して、収支報告書に領収書の原本を添付して議長
に提出します。
　市議会ホームページでは、会派別収支報告書、お
よび活動報告書を公開しています。（領収書は議会
事務局で閲覧できます。）
　使わなかった政務活動費は返還されます。

会派ごとの政務活動費の収支は以下の表のようになりました。A

平成29年度の収支はどうなっているの？Q
質問

政務活動費は
どうなっているか？

Q A＆
議会議会

ぎかい

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い 

議
会
？

？

平成29年度　政務活動費収支報告一覧表
（順不同、単位：円）

会派名 代表者名 所属
人数

交付金額
(ア)

支出金額
(イ)

差引金額
(ア)−(イ)

交付確定額
(※残金無を確認) 返還額

東 翔 の 会 栁澤　旨賢 5 600,000 545,705 54,295 545,705 54,295

さわやかな
風 の 会 長越　修一 4 480,000 487,178 △ 7,178 480,000 0

太 陽 の 会 若林　幹雄 4 480,000 504,469 △ 24,469 480,000 0

公 明 党 依田　政雄 2 240,000 245,050 △ 5,050 240,000 0

日本共産党 窪田　俊介 2 240,000 87,135 152,865 87,135 152,865

合　計 17 2,040,000 1,869,537 170,463 1,832,840 207,160

●ページ・文字数が多い
●家事をしながら片手間で読むのは難しい
●週刊誌などは読者層を意識して年金・介護・葬儀の記事が多いが参考に
してはどうか
●ページを減らして全部カラー化してはどうか

　全体の情報量の多さや、読み手の視点での編集に関する提案をいただき
ました。
　また、審議結果や賛否を知らせる一覧のページ（今号13ページ）につい

て「議員の賛否は参考にして
いる」との意見もあり、ページ
の役割の明確化や既存ページ
の「より伝わる編集」の努力
が必要だと感じました。
　今後、一年間の取り組みを
通じて紙面改善を進め、モニ
ター会議への報告などしてい
きたいと考えています。

　議会報告会を５地区の公民館で開催します。開催
内容については、議会活動報告を行った後、ワーク
ショップ形式で東御市について市民の皆さんと意
見交換をしたいと考えています。多くの皆様の声を
お聴きし、議会運営に生かしていきますので是非ご
参加ください。

北御牧公民館……………………10月15日㈪	 午後７時から９時
和コミュニティーセンター……10月16日㈫	 〃
滋野コミュニティーセンター…10月17日㈬	 〃
中央公民館………………………10月20日㈯	  〃
祢津公民館 … ……………………10月22日㈪	  〃

託児所を利用希望の方は事務局(電話64－5810)までご連絡ください。

活動費は
どうなって
いるのカナ？

ホームページで
公開されて
いるんだネ

活動費は
どうなって
いるのカナ？

ホームページで
公開されて
いるんだネ

活動費は
どうなって
いるのカナ？

ホームページで
公開されて
いるんだネ

『議会と語る会』
　あなたの声を聴かせてください

第一回モニター会議では、次のような
ご意見をいただきました。

平成29年度は市報とうみの広報モニターの皆さんに（アンケート）ご意見をいただきました。ご協力ありがとうございました。
第１回モニター会議の様子



若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス ヴィラデストワイナリー
西沢 美毅さん中田 庸介さん

よしきようすけ

広報委員 あ
と
が
き

【発行・お問い合せ】

東御市議会・事務局
〒389−0592 長野県東御市県281-2

TEL.0268-64-5810
FAX.0268-62-5040

　

６
月
の
中
旬
、和
小
学
校
の
音
楽
会
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。児
童
の
皆
さ
ん
の
、真
剣

さ
の
中
に
も
元
気
と
楽
し
さ
が
溢
れ
る
演
奏

に
感
動
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、全
員

で
歌
っ
た
ひ
と
つ
の
歌
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

和
地
区
に
は「
和
村
民
歌
」と
い
う
歌
が

あ
り
ま
す
。長
ら
く
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、「
復
活
さ
せ
た
い
」と
最
近
は
機

会
を
と
ら
え
て
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
を
音
楽
会
の
中
で
、全
員
で
歌
っ

た
の
で
す
。最
高
齢
は「
和
村
民
歌
」の
作
曲

者
で
、当
日
指
揮
を
と
ら
れ
た
白
石
み
さ
よ

先
生
。最
年
少
は
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ
た

一
年
生
の
皆
さ
ん
。そ
の
年
の
差
は
80
歳
以

上
と
、ま
さ
に
世
代
を
超
え
た
大
合
唱
！

　

歌
声
が
ひ
と
つ
と
な
っ
た
瞬
間
に
、地
域

づ
く
り
の
原
点
を
見
た
思
い
で
し
た
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

［東御市議会広報紙］　第58号　◆発行/東御市議会　◆発行責任者/東御市議会議長　依田　俊良
◆発行日/平成30年８月１日   ◆編集/東御市議会広報調査特別委員会　印刷/中沢印刷株式会社

シ
ー
ト
を
書

い
た
就
活
に

対
し
疑
問
を

感
じ
、自
分

の
や
り
た
い

農
業
に
直
接

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。

西
沢
さ
ん　

や
り
た
い
事

が
見
つ
か
る

ま
で
副
業
を

し
な
が
ら
就
活
し
て
い
る
人

も
多
い
。や
り
た
い
事
、好
き

な
事
を
仕
事
と
す
る
環
境
が

こ
こ
に
は
あ
る
。

中
田
さ
ん　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
上
で
の
転
職

に
対
す
る
壁
は
低
く
な
っ
た
。

そ
の
仕
事
に
就
く「
意
味
」を

い
つ
も
感
じ
て
い
た
い
。

と
こ
ろ
で
東
御
市
は
ど

う
で
す
か
？

中
田
さ
ん　

見
晴
ら
し
の
良

さ
、流
通
の
便
の
良
さ
…
東

御
市
は
好
き
で
す
。

西
沢
さ
ん　

改
め
て
聞
か
れ

る
と
…
（
と
、戸
惑
い
な
が

ら
）、工
業
、農
業
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
首
都
圏
に
も
近
い
。

東
京
へ
遊
び
に
も
行
き
や
す

く
住
み
や
す
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
…

中
田
さ
ん　

新
規
就
農
者
間

で
農
業
機
械
の
共
同
使
用
な

ど
の
取
り
組
み
も
あ
る
。地

域
の
中
の
合
意
は
大
変
で
大

切
だ
が
、新
し
い
取
り
組
み

や
、シ
ス
テ
ム
も
必
要
だ
と

思
う
。

　

こ
の
他
に
も
ワ
イ
ン
や
農

業
、地
域
に
対
す
る
様
々
な

思
い
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。前
向
き
な
お
話

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
取
材
／
窪
田・田
中
）

な
ぜ
こ
の
仕
事
に
？

中
田
さ
ん　

出
身
は
東
京
葛

飾
だ
が
、代
々
農
家
だ
っ
た
。

父
の
代
で
農
家
は
終
わ
っ
た

が
、農
業
に
就
き
た
か
っ
た

の
で
、直
接
今
の
会
社
に
頼

み
込
ん
で
就
職
し
た
。（
現
在

は
原
口
に
住
ん
で
い
ま
す
）

西
沢
さ
ん　

農
業
系
の
学
校

を
出
た
後
、地
元
民（
西
沢
さ

ん
は
田
沢
出
身
）と
し
て
ワ
イ

ン
産
業
を
担
お
う
と
思
っ
た
。

荒
廃
農
地
や
農
家
減
少
に

つ
い
て
は
ど
う
思
う
？

中
田
さ
ん　

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど

う
づ
く
り
が
荒
廃
農
地
対
策

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。

離
農
が
進
ん
で
い
る
が
、地

域
保
全
の
た
め
に
も
一
人
ひ

と
り
が
ど
う
す
べ
き
か
考
え

る
課
題
だ
と
思
う
。

西
沢
さ
ん　

今
は
ま
だ
深
く

考
え
る
場
面
は
無
い
が
、消
防

団
な
ど
地
域
活
動
の
中
で
関

心
を
深
め
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

「
働
き
方
」が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
今
の
思
い
は
…

中
田
さ
ん　

就
職
氷
河
期
の

中
、何
百
枚
も
エ
ン
ト
リ
ー

この広報は議員の自主編集で発行しています。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

▲ワイン用ぶどうの畑で未来を語る。　（左・西沢さん、右・中田さん）

田
中
　
信
寿

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第3回定例会における一般質問は

9月10日〜11日に予定されています。

窪
田　

俊
介

山
浦　

利
通

田
中　

信
寿

髙
木
真
由
美

中
村　

眞
一

髙
森　

公
武

平
林　

千
秋

横
山　

好
範

依
田　

俊
良

東御市ワインの未来を担って

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス ヴィラデス

トワイナリ
ー

西沢 美毅さん

中田 庸介さん

よしき

ようすけ

若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス ヴィラデストワイナリー
西沢 美毅さん中田 庸介さん

よしきようすけ　
今
回
は
、東
御
市
ワ
イ
ン
産
業
の
中
心
的
存

在
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ
ン
製

造
に
携
わ
る
中
田
庸
介
さ
ん
、西
沢
美
毅
さ
ん

の
お
二
人
で
す
。周
辺
に
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
が

広
が
る
中
の「
テ
ラ
ス
」で
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。


